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―
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１
　
は
じ
め
に 

 

　
『
康
富
記
』
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
十
二
月
八
日
条
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記

事
が
見
ら
れ
る
【
注
１
】
。 

　
　
内
裏
御
笏
去
九
月
廿
三
日
焼
亡
時
令
紛
失
。
仍
可
被
新
作
之
、
本
様
可
為
如
何

　
　
乎
之
由
、
自
内
裏
被
尋
申
両
殿
中
﹇
殿
下
・
前
摂
政
﹈
。 

　
こ
の
年
の
九
月
、
い
わ
ゆ
る
禁
闕
の
変
で
、
朝
廷
は
後
南
朝
方
の
襲
撃
を
こ
う
む

り
、
「
内
裏
殿
々
悉
炎
上
」
の
う
え
「
楽
器
・
名
物
・
和
歌
以
下
雑
抄
・
御
具
足
・

雑
物
等
悉
灰
燼
」
に
帰
し
【
注
２
】
、
挙
句
の
は
て
に
三
種
の
神
器
の
う
ち
、
宝
剣

な
ら
び
に
神
璽
ま
で
を
も
奪
い
取
ら
れ
る
始
末
で
あ
っ
た
。
あ
わ
せ
て
天
皇
の
笏
も

紛
失
し
た
ら
し
く
、
そ
の
新
調
に
さ
い
し
て
、
こ
の
日
、
関
白
二
条
持
基
と
前
摂
政

一
条
兼
良
に
笏
の
仕
様
に
関
す
る
諮
問
が
下
さ
れ
た
。
持
基
は
「
松
殿
装
束
御
抄
ニ

宇
治
殿
御
説
と
て
御
笏
之
作
様
委
細
被
載
」
と
、
一
方
の
兼
良
は
次
の
よ
う
に
答
申

し
た
。 

　
　
日
本
笏
作
様
御
所
見
不
慥
之
間
、
唐
之
法
﹇
礼
記
﹈
被
注
申
之
歟
云
々
。
笏
ハ

　
　
忽
也
、
忽
亡
（
マ
マ
）
ニ
備
ル
儀
也
、
思
フ
コ
ト
・
行
フ
コ
ト
・
命
ス
ベ
キ
コ

　
　
ト
注
ス
ト
云
ヘ
リ
。 

　
「
日
本
笏
作
様
御
所
見
不
慥
」
は
お
そ
ら
く
『
看
聞
日
記
』
同
年
十
二
月
十
三
日

条
の
「
笏
寸
法
不
審
之
間
、
関
白
・
前
摂
政
被
尋
申
。
不
覚
悟
之
由
被
申
」
に
対
応

し
、
笏
の
寸
法
が
不
分
明
で
あ
っ
た
た
め
、
代
わ
り
に
「
唐
之
法
」
す
な
わ
ち
「
礼

記
」
の
一
節
を
し
た
た
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
笏
」
は
「
忽
」
に
通 

じ
、
忽
忘
に
備
え
る
た
め
、
「
思
フ
コ
ト
」
「
行
フ
コ
ト
」
「
命
ス
ベ
キ
コ
ト
」
を

注
す
る
も
の
で
、
公
事
に
お
い
て
笏
紙
を
押
す
さ
い
の
典
拠
と
な
る
一
節
で
あ 

る
。
た
し
か
に
『
礼
記
』
の
「
玉
藻
」
篇
を
ひ
も
と
く
と
、
「
将
適
公
所
、
宿
斎

戒
、
居
外
寝
、
沐
浴
、
史
進
象
笏
、
書
思
・
対
・
命
」【
注
３
】
と
見
え
、「
思
・
対
・ 

      

命
」
の
「
対
」
が
「
行
フ
コ
ト
」
に
変
わ
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
ほ
ぼ
こ
れ
を
出
典

と
見
な
し
て
ま
ち
が
い
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
前
半
の
「
笏
ハ
忽
也
、
忽
亡
ニ
備
ル

儀
也
」
に
つ
い
て
は
、
『
礼
記
』
の
経
文
に
出
典
を
見
い
だ
せ
ず
、
か
ろ
う
じ
て

「
凡
有
指
画
於
君
前
、
用
笏
。
造
受
命
於
君
前
、
則
書
於
笏
。
笏
畢
用
也
。
因
飾

焉
」
【
注
４
】
が
あ
げ
ら
れ
る
か
、
も
し
く
は
鄭
注
の
「
思
、
所
思
念
将
以
告
君
者

也
。
対
、
所
以
対
君
者
也
。
命
、
所
受
君
命
者
也
。
書
之
於
笏
為
失
忘
也
」
【
注
５
】 

く
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。
前
者
で
は
笏
に
も
の
を
書
く
こ
と
し
か
確
認
で
き
ず
、
後
者

で
は
「
失
忘
」
と
確
認
で
き
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
「
忽
亡
」
と
同
一
と
は
い
え

ず
、
ま
た
そ
れ
以
前
に
「
笏
ハ
忽
也
」
は
、
経
文
に
し
ろ
注
疏
に
し
ろ
『
礼
記
』
中

に
は
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
一
文
は
何
を
出
典
に
し
た
も
の

な
の
だ
ろ
う
か
。
『
礼
記
』
の
経
文
や
注
疏
に
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
同

書
の
一
節
と
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
か
か
る
問
題
の
解
明
を
と
お
し
て
、
一
条
兼
良

の
有
職
故
実
な
ら
び
に
経
学
の
一
端
を
垣
間
見
た
い
。 

  

２
　
「
笏
ハ
忽
也
」
の
出
典 

 

　
先
の
『
康
富
記
』
の
記
事
と
は
別
の
箇
所
で
、
兼
良
は
「
笏
ハ
忽
也
」
に
言
及
す

る
。 

　
　
笏
ハ
忽
ナ
リ
ト
テ
忽
忘
ニ
備
ル
心
也
。
笏
紙
ヲ
押
テ
今
日
可
奏
題
目
ヲ
注
付
テ

　
　
持
也
【
注
６
】
。 

　
筆
録
者
は
不
明
だ
が
、
文
明
年
間
（
一
四
六
九
〜
八
七
）
兼
良
が
晩
年
に
お
こ
な

っ
た
『
江
次
第
』
談
義
の
と
き
の
聞
書
と
考
え
ら
れ
【
注
７
】
、
現
在
は
『
江
次
第

桃
花
御
談
義
』
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。
大
江
匡
房
の
『
江
次
第
』
は
後
代
に
い
た
る

ま
で
公
事
の
規
範
と
さ
れ
、
公
家
た
ち
は
こ
ぞ
っ
て
そ
の
読
解
に
つ
と
め
た
。
こ
の
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一条兼良の朱子説受容―『礼記』をめぐって― 

う
ち
元
日
宴
会
で
用
い
ら
れ
る
笏
に
関
し
て
兼
良
は
こ
う
説
明
し
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
よ
り
以
前
の
永
享
十
一
年
（
一
四
三
九
）
正
月
、
兼
良
自
身
が
談
義
の
た
め
に
ま

と
め
た
と
お
ぼ
し
い
『
江
次
第
鈔
』
【
注
８
】
に
も
同
旨
が
記
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
は

出
典
も
特
定
で
き
そ
う
で
あ
る
。 

　
　
　
朱
熹
曰
、(

ａ)

笏
者
、
忽
也
、
所
以
備
忽
忘
也
。
故
手
執
、
眼
観
、
口
誦
。

於
君
前
有
所
指
画
、
不
敢
用
手
、
故
以
笏
指
画
。
今
世
遂
用
以
為
常
執
之
物
。 

　
程
復
心
曰
、
笏
則
　
之
、
用
以
記
事
而
已
。(

ｂ)

君
前
記
事
、
恐
事
多
、
須

以
紙
粘
笏
上
記
其
頭
緒
。
或
在
君
前
不
可
以
手
指
人
物
、
須
用
笏
指
之
。
常
只

挿
在
腰
間
、
不
執
在
手
中
。 

　
今
案
、(

ａ)

笏
者
備
忽
忘
之
義
也
。(

ｂ)

在
君
前
記
事
、
恐
忽
忘
故
、
粘
紙
笏

上
記
其
頭
緒
、
今
笏
紙
之
意
也
。
但
唐
礼
常
挿
在
腰
、
国
制
常
手
執
為
威
儀
之

則
。
若
手
取
物
、
則
暫
挿
於
腰
、
是
所
其
不
同
也
【
注
９
】
。 

　
す
で
に
触
れ
た
『
康
富
記
』
の
「
忽
亡
ニ
備
ル
儀
也
」
、
『
江
次
第
桃
花
御
談

義
』
の
「
忽
忘
ニ
備
ル
心
也
」
が
こ
こ
で
も
「
笏
者
備
忽
忘
之
義
也
」
と
記
さ
れ
、

な
お
か
つ
「
今
案
」
と
さ
れ
る
。
こ
の
「
今
案
」
に
つ
い
て
は
、
徳
満
澄
雄
氏
が
数

多
の
用
例
を
か
か
げ
、
「
今
案
ズ
ル
ニ
」
で
は
な
く
「
今
ノ
案
」
、
す
な
わ
ち
「
い

ま
自
分
が
考
え
る
に
」
で
は
な
く
「
今
日
の
考
え
」
と
い
う
意
味
と
し
て
、
つ
よ
い

自
説
意
識
よ
り
も
む
し
ろ
先
行
諸
説
の
集
成
と
と
ら
え
る
【
注
10
】
。
右
の
場
合
で

あ
れ
ば
、
「
今
案
」
の
傍
線
部(

a)

は
朱
熹
の
、
同
じ
く
傍
線
部(
b)

は
程
復
心
の
説

を
そ
れ
ぞ
れ
踏
ま
え
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
前
者
は
朱
熹
の
「
所
以
備
忽
忘

也
」
を
踏
ま
え
つ
つ
「
笏
者
備
忽
忘
之
義
也
」
と
、
後
者
は
程
復
心
の
「
君
前
記

事
」
「
恐
事
多
」
「
須
以
紙
粘
笏
上
記
其
頭
緒
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
在
君
前
記
事
」

「
恐
忽
忘
故
」
「
粘
紙
笏
上
記
其
頭
緒
」
と
微
妙
に
書
き
か
え
、
朱
熹
や
程
復
心
に

裏
づ
け
ら
れ
た
兼
良
の
言
説
と
い
う
性
質
を
も
つ
。
問
題
の
「
笏
ハ
忽
也
」
は
朱
熹

の
言
葉
そ
の
ま
ま
だ
が
、
「
今
案
」
と
し
て
示
さ
れ
た
「
備
忽
忘
之
義
也
」
は
兼
良

の
言
葉
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
所
以
備
忽
忘
也
」
あ
っ
て
の
も
の
ゆ
え
、
こ
の
語
も

い
ち
お
う
朱
熹
に
も
と
づ
く
と
見
な
し
て
さ
し
つ
か
え
な
か
ろ
う
。
し
た
が
っ
て

「
笏
ハ
忽
也
、
忽
亡
ニ
備
ル
儀
也
」
の
出
所
は
朱
熹
に
求
め
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ

で
は
兼
良
は
ど
こ
か
ら
こ
の
説
を
と
り
い
れ
た
の
か
。
換
言
す
る
な
ら
、
一
体
い
か

な
る
書
物
を
と
お
し
て
朱
子
説
に
接
し
た
の
か
。 

　
一
見
無
関
係
の
よ
う
だ
が
、
ま
ず
「
程
復
心
曰
」
以
下
を
見
て
み
よ
う
。
「
笏
則

　
之
、
用
以
記
事
而
已
」
は
『
四
書
或
問
』
か
ら
【
注
11
】
、
ま
た
「
君
前
記
事
、

恐
事
多
、
須
以
紙
粘
笏
上
、
記
其
頭
緒
。
或
在
君
前
不
可
以
手
指
人
物
、
須
用
笏
指

之
。
常
只
挿
在
腰
間
、
不
執
在
手
中
」
は
『
朱
子
語
類
』
か
ら
の
引
用
で
【
注
12
】
、

実
は
す
べ
て
朱
熹
の
言
葉
で
あ
る
。
「
程
復
心
曰
」
と
す
る
以
上
、
兼
良
が
直
接
見

た
の
は
『
四
書
或
問
』
や
『
朱
子
語
類
』
で
は
な
く
程
復
心
の
著
作
で
、
お
そ
ら
く

『
四
書
章
図
纂
釈
』
で
あ
る
【
注
13
】
。
兼
良
に
師
事
し
た
桃
源
瑞
仙
が
「
程
復
心

ガ
章
図
ナ
ン
ド
ヽ
云
ガ
デ
キ
タ
ゾ
」
と
述
べ
る
と
こ
ろ
か
ら
【
注
14
】
、
十
五
世
紀

に
お
け
る
同
書
の
普
及
が
確
認
で
き
、
当
の
兼
良
本
人
が
参
看
し
て
も
何
ら
不
思
議

は
な
い
。
先
学
の
指
摘
の
と
お
り
【
注
15
】
、
兼
良
が
宋
朝
・
元
朝
の
末
疏
類
を
通

じ
て
朱
熹
の
学
説
に
接
し
た
徴
証
の
ひ
と
つ
と
な
り
う
る
わ
け
だ
が
、
冒
頭
の
「
朱

熹
曰
」
以
下
は
ま
た
若
干
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
該
当
す
る
も
の
と
し

て
、
挙
げ
ら
れ
る
の
が
『
朱
子
語
類
』
で
あ
る
。 

　
　
笏
者
、
忽
也
、
所
以
備
忽
忘
也
。
（
中
略
）
又
曰
、
執
薄
亦
笏
之
類
、
本
只
是

　
　
為
備
遺
忘
。
故
手
執
、
眼
観
、
口
誦
。
或
於
君
前
有
所
指
画
、
不
敢
用
手
、
故

　
　
以
笏
指
画
。
今
世
遂
用
以
為
常
執
之
物
【
注
16
】
。 

　
傍
線
部
の
「
或
」
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
『
江
次
第
鈔
』
と
一
致
し
、
『
康
富
記
』
の

方
も
こ
れ
に
も
と
づ
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
同
記
が
「
笏
ハ
忽
也
、
忽
亡
ニ

備
ル
儀
也
」
を
「
唐
之
法
」
す
な
わ
ち
「
礼
記
」
と
す
る
以
上
、
や
は
り
『
礼
記
』

と
の
整
合
性
も
お
も
ん
ば
か
ら
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
こ
で
出
典
の
候
補
と
し
て
、
も

う
ひ
と
つ
挙
げ
ら
れ
る
の
が
衛
�
の
『
礼
記
集
説
』
で
あ
る
。 

　
　
新
安
朱
氏
曰
、
笏
者
、
忽
也
、
所
以
備
忽
忘
也
。
漢
初
有
秉
笏
奏
事
。
又
曰
、 

　
　
執
薄
亦
笏
之
類
、
只
是
為
備
遺
忘
。
故
手
執
、
眼
観
、
口
誦
。
於
君
前
有
所
指

　
　
画
、
不
敢
用
手
、
故
以
笏
指
画
。
今
世
遂
用
以
為
常
執
之
物
【
注
17
】
。 

　
衛
�
は
宋
代
理
宗
期
（
一
二
二
五
〜
六
四
）
の
儒
者
で
、
従
来
の
『
礼
記
』
に
関

す
る
諸
注
を
集
成
し
て
『
礼
記
集
説
』
を
ま
と
め
た
。
右
は
「
玉
藻
」
篇
中
「
将
適

公
所
、
宿
斎
戒
、
居
外
寝
、
沐
浴
、
史
進
象
笏
、
書
思
・
対
・
命
。
既
服
習
容
観
玉

声
、
乃
出
揖
私
朝
�
如
也
。
登
車
則
有
光
矣
」
の
注
で
、
傍
線
部
の
「
或
」
を
除
け

ば
『
朱
子
語
類
』
と
ほ
ぼ
同
文
、
『
江
次
第
鈔
』
と
は
完
全
に
一
致
す
る
。
『
康
富

記
』
の
記
述
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
あ
る
い
は
兼
良
は
こ
ち
ら
の
ほ
う
の
朱
子
説
に
直

接
依
拠
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
朱
子
語
類
』
と
『
礼
記
集
説
』
、
兼
良
は
い
ず

れ
の
書
物
を
参
看
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
さ
ら
に
究
明
す
る
た
め
に

摺

摺

滉

憚

混
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田　村　　　航 

は
、
兼
良
の
他
の
著
作
を
ひ
も
と
き
、
『
朱
子
語
類
』
な
り
『
礼
記
集
説
』
な
り
を

見
た
徴
証
を
得
る
必
要
が
あ
る
。 

  
３
　
一
条
兼
良
と
『
朱
子
語
類
』
と
『
礼
記
集
説
』 

 

（
１
）
『
朱
子
語
類
』
依
拠
の
可
能
性 

 

　
は
た
し
て
兼
良
は
『
朱
子
語
類
』
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
日
本
書
紀
纂
疏
』

に
は
次
の
一
文
が
載
せ
ら
れ
る
。 

　
　
宇
宙
、
四
方
上
下
曰
宇
、
往
古
来
今
曰
宙
【
注
18
】
。 

　
「
宇
宙
」
の
二
字
を
解
き
明
か
し
た
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
に
類
す
る
も
の
は
、
た

と
え
ば
『
朱
子
語
類
』
の
「
四
方
上
下
曰
宇
、
古
往
今
来
曰
宙
」
【
注
19
】
や
『
太

平
御
覽
』
の
「
四
方
上
下
謂
之
宇
、
古
往
今
来
謂
之
宙
」
【
注
20
】
が
あ
げ
ら
れ
、

右
の
出
典
と
い
え
な
く
は
な
い
。
実
際
、
兼
良
の
『
太
平
御
覽
』
か
ら
の
引
用
は
つ

と
に
先
学
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
【
注
21
】
。
し
か
る
に
『
宋
史
』
に
は
右
と

完
全
に
合
致
す
る
記
述
が
な
さ
れ
る
。 

　
　
問
其
父
天
地
何
所
窮
際
、
父
笑
而
不
答
。
遂
深
思
、
至
忘
寝
食
。
…
他
日
読
古

　
　
書
、
至
宇
宙
二
字
、
解
者
曰
、
四
方
上
下
曰
宇
、
往
古
來
今
曰
宙
、
忽
大
省 

　
　
曰
、
宇
宙
内
事
乃
己
分
内
事
、
己
分
内
事
乃
宇
宙
内
事
【
注
22
】
。 

　
陸
九
淵
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
『
朱
子
語
類
』
『
太
平
御
覽
』
が
と
も
に
「
宙
」

を
「
古
往
今
来
」
と
す
る
の
に
対
し
て
「
往
古
来
今
」
と
し
、
意
味
上
の
相
違
が
な

い
と
は
い
え
、
字
句
に
お
い
て
は
『
宋
史
』
の
ほ
う
が
近
い
。
『
尺
素
往
来
』
に
は

『
宋
史
』
を
ふ
く
む
歴
代
の
史
書
が
列
挙
さ
れ
、
兼
良
が
同
書
を
読
ん
で
も
お
か
し

く
な
い
状
況
は
あ
っ
た
【
注
23
】
。
な
お
か
つ
『
尺
素
往
来
』
に
数
多
の
本
文
を
提

供
し
た
『
新
札
往
来
』
で
は
言
及
さ
れ
ず
、
あ
ら
た
め
て
『
尺
素
往
来
』
で
書
き
出

さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
も
、
兼
良
の
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
こ
れ
を

以
て
決
定
的
な
証
拠
に
こ
そ
で
き
ぬ
も
の
の
、
右
の
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
の
出
典
は

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
『
宋
史
』
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
か
も
し
れ
ず
、
か
え
っ
て
『
朱

子
語
類
』
は
見
な
か
っ
た
可
能
性
も
で
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
見
な
か
っ
た
と
断

言
す
る
の
は
性
急
に
す
ぎ
る
が
、
か
と
い
っ
て
参
看
し
た
確
た
る
徴
証
が
得
ら
れ
る

わ
け
で
も
な
い
。 

 

（
２
）
『
礼
記
集
説
』
依
拠
の
可
能
性
―
そ
の
一
― 

 

　
こ
れ
だ
け
で
は
何
と
も
判
断
し
か
ね
る
の
で
、
一
方
の
『
礼
記
集
説
』
に
つ
い
て

も
確
認
し
て
み
よ
う
。
先
と
同
じ
く
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
で
あ
る
。 

　
　
父
母
和
訓
曰
、
加
曽
伊
呂
波
。
加
曽
猶
言
数
也
。
曽
須
音
通
。
人
幼
時
父
教
之

　
　
以
一
十
百
千
之
数
。
故
礼
記
曰
、
教
数
与
方
名
、
是
也
。
伊
呂
波
者
、
和
字
四

　
　
十
七
字
也
。
人
之
為
母
者
、
以
四
十
七
字
、
始
教
其
子
也
【
注
24
】
。 

　
「
父
」
「
母
」
を
そ
れ
ぞ
れ
和
訓
で
「
加
曽
」
「
伊
呂
波
」
と
読
み
、
と
く
に

「
加
曽
」
は
「
数
」
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
幼
子
に
数
を
教
え
る
の
が
父
親
の

役
目
と
さ
れ
、
そ
の
引
き
合
い
と
し
て
『
礼
記
』
の
「
教
数
与
方
名
」
に
言
及
す
る

の
で
あ
る
。
た
し
か
に
『
礼
記
』
「
内
則
」
篇
に
は
「
六
年
、
教
之
数
与
方
名
」
と

見
え
【
注
25
】
、
こ
れ
が
出
典
の
よ
う
で
は
あ
る
。
し
か
し
「
教
之
数
与
方
名
」
と

右
の
「
教
数
与
方
名
」
と
で
は
「
之
」
の
有
無
と
い
う
微
妙
な
相
違
が
存
す
る
。

「
教
数
与
方
名
」
と
完
全
に
字
句
が
一
致
す
る
記
述
と
し
て
は
、
ま
ず
王
応
麟
『
困

学
紀
聞
』
「
六
年
、
教
数
与
方
名
。
数
者
一
至
十
也
。
方
名
漢
志
所
謂
五
方
也
」
が

あ
げ
ら
れ
る【
注
26
】。『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』の「
在
家
仏﹇
困
学
紀
聞
﹈」【
注
27
】
の
覚

書
は
室
町
時
代
に
お
け
る
同
書
の
普
及
を
示
し
、
同
時
に
記
主
の
瑞
渓
周
鳳
と
兼
良

は
交
渉
を
も
っ
て
い
た
の
で
【
注
28
】
、
兼
良
が
同
書
を
見
た
余
地
は
否
定
し
き
れ

な
い
。
つ
い
で
衛
�
『
礼
記
集
説
』
に
も
同
じ
記
述
が
確
認
で
き
る
。 

　
　
藍
田
呂
氏
曰
、
此
章
備
挙
自
幼
至
老
毎
十
年
一
変
之
節
也
。
未
十
年
非
不
学

　
　
也
。
能
食
教
以
右
手
、
能
言
教
以
唯
兪
。
六
年
、
教
数
与
方
名
。
七
年
、
教
之

　
　
男
女
之
別
。
八
年
、
教
之
長
幼
之
序
。
九
年
、
教
之
数
日
。
然
未
就
外
傅
、
但

　
　
因
事
而
教
之
、
未
足
以
名
之
【
注
29
】
。 

　
「
曲
礼
」
篇
上
の
「
人
生
十
年
曰
幼
学
、
二
十
曰
弱
冠
、
三
十
曰
…
」
に
関
す
る

呂
大
臨
の
注
で
、
や
は
り
「
教
数
与
方
名
」
の
字
句
が
そ
の
ま
ま
認
め
ら
れ
る
。

「
故
礼
記
曰
」
と
記
す
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
と
の
整
合
性
を
ふ
ま
え
る
な
ら
、
『
困

学
紀
聞
』
以
上
に
兼
良
が
直
接
引
用
し
た
蓋
然
性
が
高
か
ろ
う
。 

　
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
中
「
教
数
与
方
名
」
の
出
典
と
し
て
は
『
礼
記
』
「
内
則
」

篇
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
だ
が
、
字
句
の
相
違
に
留
意
す
る
と
『
困
学
紀
聞
』
『
礼
記

堤
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一条兼良の朱子説受容―『礼記』をめぐって― 

集
説
』
も
浮
上
し
て
く
る
。
さ
ら
に
「
故
礼
記
曰
」
も
念
頭
に
入
れ
れ
ば
、
兼
良
が

直
接
依
拠
し
た
の
は
『
礼
記
集
説
』
の
方
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
『
困
学
紀
聞
』

は
と
も
か
く
、
兼
良
が
『
礼
記
』
「
内
則
」
篇
に
依
拠
し
た
可
能
性
も
否
定
し
き
れ

な
い
た
め
、
い
ま
少
し
他
の
事
例
も
検
討
し
て
み
よ
う
。 

 

（
３
）
『
礼
記
集
説
』
依
拠
の
可
能
性
―
そ
の
二
― 

 

　
同
じ
く
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
の
記
述
で
あ
る
。 

　
　
六
合
有
二
義
。
一
云
、
天
地
四
方
之
謂
六
合
。
二
云
、
孟
春
与
孟
秋
為
一
合
、

　
　
仲
秋
春
与
仲
秋
為
一
合
、
季
春
与
季
秋
為
一
合
、
孟
夏
与
孟
冬
為
一
合
、
仲
夏

　
　
与
仲
冬
為
一
合
、
季
夏
与
季
冬
為
一
合
、
故
曰
六
合
【
注
30
】
。 

　
「
六
合
」
に
つ
い
て
「
天
地
四
方
」
と
い
う
方
角
と
、
春
夏
秋
冬
と
い
う
時
間
と

二
通
り
の
解
釈
を
示
し
た
く
だ
り
で
あ
る
。
前
者
の
出
典
と
し
て
、
ま
ず
『
太
平
御

覽
』
の
「
纂
要
曰
、
天
地
四
方
曰
六
合
」
が
あ
げ
ら
れ
る
【
注
31
】
。
同
書
が
依
拠

し
た
「
纂
要
」
に
は
唐
代
の
農
書
『
四
時
纂
要
』
、
宋
代
の
医
書
『
聖
済
総
録
纂

要
』
が
該
当
し
そ
う
だ
が
、
宋
の
高
似
孫
『
緯
略
』
で
「
梁
元
帝
纂
要
曰
、
天
地
四

方
曰
六
合
」
【
注
32
】
と
見
え
、
ま
た
『
太
平
御
覽
』
「
経
史
図
書
綱
目
」
に
も

『
梁
元
帝
纂
要
』
が
列
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
「
纂
要
」
は
『
梁
元
帝
纂
要
』
で
あ

ろ
う
。
こ
の
書
は
現
在
散
逸
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
兼
良
が
『
太
平
御
覽
』
に
も

と
づ
い
た
蓋
然
性
も
高
い
け
れ
ど
も
、
衛
�
『
礼
記
集
説
』
に
も
類
似
の
記
述
が
確

認
で
き
る
。 

　
　
厳
陵
方
氏
曰
、
天
地
四
方
謂
之
六
合
、
以
上
与
下
為
合
、
東
与
西
為
合
、
南
与

　
　
北
為
合
故
也
。
以
射
六
合
。
故
以
六
矢
射
之
、
射
之
則
以
射
人
代
之
而
已
。
六

　
　
合
男
子
之
所
有
事
也
。
生
而
必
射
、
以
示
其
有
事
之
志
【
注
33
】
。 

　
『
礼
記
』
「
射
義
」
篇
「
故
男
子
生
、
桑
弧
、
蓬
矢
六
、
以
射
天
地
四
方
。
天
地

四
方
者
、
男
子
之
所
有
事
也
。
故
必
先
有
志
於
其
所
有
事
。
然
後
敢
用
穀
也
。
飯
食

之
謂
也
」
に
関
す
る
方
愨
の
注
で
あ
る
。
経
文
の
「
天
地
四
方
」
を
「
六
合
」
と
釈

す
る
点
で
は
同
じ
だ
が
、
「
天
地
四
方
曰
六
合
」
で
は
な
く
「
天
地
四
方
謂
之
六

合
」
に
注
目
し
た
い
。
若
干
の
字
句
の
入
れ
違
い
が
存
す
る
と
は
い
え
、
む
し
ろ
後

者
の
ほ
う
が
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
の
「
天
地
四
方
之
謂
六
合
」
に
近
い
の
で
は
な
い

か
。
確
証
に
欠
け
る
き
ら
い
こ
そ
あ
れ
、
す
く
な
く
と
も
兼
良
の
『
礼
記
集
説
』
へ

の
依
拠
は
否
定
し
き
れ
な
い
だ
ろ
う
。 

 

（
４
）
『
礼
記
集
説
』
依
拠
の
可
能
性
―
そ
の
三
― 

　 　
も
う
一
箇
所
事
例
を
か
か
げ
よ
う
。
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
秋
に
兼
良
が
し
た

た
め
た
『
勧
修
念
仏
記
』
で
あ
る
。
こ
の
年
は
兼
良
の
俗
兄
弟
雲
章
一
慶
・
東
岳
澄

�
が
た
て
つ
づ
け
に
没
し
た
た
め
【
注
34
】
、
あ
る
い
は
か
れ
ら
の
死
に
際
し
て
の

著
作
と
い
い
う
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

　
　
又
礼
記
の
文
に
、
父
の
あ
だ
に
は
と
も
に
と
も
に
天
を
い
た
ゞ
か
ず
と
い
へ

　
　
り
。
親
の
か
た
き
に
く
ゝ
お
も
は
ざ
ら
ん
も
、
か
へ
り
て
不
孝
の
と
が
を
ま

　
　
ね
く
な
れ
ば
、
た
て
ほ
こ
を
枕
に
し
、
太
刀
刀
を
身
に
そ
へ
て
、
い
か
に
も

　
　
う
し
な
は
ん
事
を
お
も
へ
る
其
ね
の
心
ぐ
る
し
さ
、
身
に
置
所
な
か
る
べ
し 

　
　
【
注
35
】
。 

　
「
父
の
あ
だ
に
は
と
も
に
と
も
に
天
を
い
た
ゞ
か
ず
」
は
『
礼
記
』
「
曲
礼
」
篇

上
の
「
父
之
讎
、
弗
与
共
戴
天
」
【
注
36
】
の
経
文
で
あ
る
。
つ
づ
く
「
た
て
ほ
こ

を
枕
に
し
、
太
刀
刀
を
身
に
そ
へ
て
、
い
か
に
も
う
し
な
は
ん
事
を
お
も
へ
る
其
ね

の
心
ぐ
る
し
さ
」
も
、
こ
れ
に
関
す
る
諸
注
に
も
と
づ
く
よ
う
で
あ
る
。
鄭
注
は

「
父
者
子
之
天
、
殺
己
之
天
、
与
共
戴
天
、
非
孝
子
也
」
【
注
37
】
と
経
文
に
即

し
、
一
方
孔
疏
は
「
檀
弓
云
、
父
母
之
仇
、
寝
苫
枕
干
、
不
仕
弗
与
共
天
下
也
」

【
注
38
】
と
『
礼
記
』
「
檀
弓
」
篇
上
「
子
夏
問
於
孔
子
曰
、
居
父
母
之
仇
、
如
之

何
。
夫
子
曰
、
寝
苫
・
枕
干
・
不
仕
、
弗
与
共
天
下
也
」
【
注
39
】
を
ふ
ま
え
る
。

「
た
て
ほ
こ
を
枕
に
し
」
は
、
も
と
を
た
だ
せ
ば
「
檀
弓
」
篇
の
「
枕
干
」
に
由
来

す
る
。
そ
れ
で
は
「
太
刀
刀
を
身
に
そ
へ
て
」
「
い
か
に
も
う
し
な
は
ん
事
を
お
も

へ
る
」
「
其
ね
の
心
ぐ
る
し
さ
」
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
。
衛
�
『
礼
記
集
説
』
を
ひ

も
と
く
と
、
該
当
し
そ
う
な
記
述
が
確
認
で
き
る
。
ま
ず
呂
大
臨
の
注
に
注
目
し
た

い
。 

　
　
且
伸
仁
人
孝
子
之
義
、
父
之
讎
、
報
之
之
意
誓
、
不
与
讎
同
生
死
、
所
以
弗
共

　
　
戴
天
也
。
寝
苫
、
不
仕
、
以
喪
礼
自
処
也
。
手
不
捨
兵
、
雖
寝
不
忘
故
枕
戈
。

　
　
雖
市
朝
不
避
故
、
不
反
兵
而
闘
也
【
注
40
】
。 

　
つ
づ
い
て
方
愨
の
注
に
も
注
目
し
た
い
。 

　
　
寝
苫
、
則
常
以
喪
礼
自
処
。
枕
干
、
則
常
以
戎
事
自
防
。
不
仕
、
則
不
暇
事
人

堤

斯

堤
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田　村　　　航 

　
　
而
事
事
也
。
弗
与
共
天
下
、
則
与
不
共
戴
天
同
義
。
市
朝
非
戦
闘
之
処
、
遇
諸

　
　
市
朝
、
猶
不
反
兵
而
闘
、
則
無
所
往
而
不
執
兵
矣
。
由
其
恩
之
至
重
故
、
報
仇

　
　
之
義
、
如
此
【
注
41
】
。 

　
先
に
触
れ
た
「
た
て
ほ
こ
を
枕
に
し
」
は
こ
こ
で
も
孔
疏
同
様
「
枕
戈
」
「
枕

干
」
と
見
え
る
。
そ
し
て
「
た
て
ほ
こ
を
枕
」
に
す
る
の
は
「
雖
寝
不
忘
」
、
も
し

く
は
「
常
以
戎
事
自
防
」
た
め
で
あ
る
。
こ
の
「
常
以
戎
事
自
防
」
は
「
手
不
捨

兵
」
に
も
通
じ
、
す
な
わ
ち
「
太
刀
刀
を
身
に
そ
へ
て
」
に
相
当
す
る
だ
ろ
う
。
市

朝
な
ど
本
来
闘
う
べ
き
で
な
い
場
所
に
あ
っ
て
も
、
仇
に
遭
遇
す
れ
ば
即
座
に
こ
れ

を
討
ち
取
れ
る
よ
う
に
、
い
つ
、
い
か
な
る
と
き
で
も
武
器
の
不
携
行
が
な
い
よ
う

求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
説
は
孔
疏
の
「
不
反
兵
而
闘
者
、
身
常
帯

兵
」
に
も
と
づ
く
も
の
の
、
孔
穎
達
は
「
然
朝
在
公
門
之
内
、
兵
器
不
入
公
門
」
と

公
門
内
に
お
け
る
武
器
の
使
用
禁
止
を
し
め
し
【
注
42
】
、
若
干
の
違
い
が
存
す

る
。
と
は
い
え「
太
刀
刀
を
身
に
そ
へ
て
」
は
孔
疏
の「
兵
者
、
亦
謂
佩
刀
已
上
、
不

必
要
是
矛
戟
」
に
近
く
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
に
依
拠
し
た
余
地
も
否
定
で
き
な
い
。 

　
「
い
か
に
も
う
し
な
は
ん
事
を
お
も
へ
る
」
は
「
以
喪
礼
自
処
」
に
相
当
し
よ

う
。
こ
の
言
葉
は
も
と
も
と
『
礼
記
』
「
曲
礼
」
篇
下
「
大
夫
士
去
国
、
踰
竟
、
為

壇
位
、
郷
国
而
哭
」
の
鄭
注
「
言
以
喪
礼
自
処
也
。
臣
無
君
、
猶
無
天
也
。
壇
位
、

除
地
為
位
也
」
【
注
43
】
に
由
来
し
、
聘
礼
な
ど
で
国
外
に
お
も
む
い
た
大
夫
・
士

が
国
君
（
諸
侯
）
の
死
に
接
し
た
さ
い
は
、
正
式
な
喪
礼
に
参
加
で
き
ぬ
ゆ
え
自
前

に
お
こ
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
呂
大
臨
も
方
愨
も
、
鄭
玄
の
こ
の
言
葉
を
父
母
の
復

讐
に
適
用
し
た
の
で
あ
る
。
父
母
の
仇
を
討
つ
ま
で
は
、
そ
れ
こ
そ
幾
星
霜
か
か
る

か
分
か
ら
ず
、
正
式
な
喪
礼
の
範
疇
を
越
え
る
可
能
性
も
大
い
に
あ
り
う
る
。
本
懐

を
遂
げ
る
ま
で
は
、
た
と
え
正
式
の
も
の
で
な
く
と
も
、
喪
礼
を
継
続
す
る
た
め
に

「
い
か
に
も
う
し
な
は
ん
事
を
お
も
へ
る
」
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
発
想
は
す

で
に
鄭
玄
の
「
居
父
母
之
仇
、
雖
除
喪
、
居
処
猶
若
喪
也
」
に
現
わ
れ
【
注
44
】
、

呂
大
臨
や
方
愨
な
ど
宋
代
の
儒
者
た
ち
の
功
績
は
、
「
曲
礼
」
篇
の
「
以
喪
礼
自

処
」
を
「
父
之
讎
、
弗
与
共
戴
天
」
の
解
釈
に
む
す
び
つ
け
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う

か
。
い
ず
れ
に
し
ろ
「
い
か
に
も
う
し
な
は
ん
事
を
お
も
へ
る
」
の
出
典
を
鄭
玄
に

求
め
る
か
、
呂
大
臨
・
方
愨
に
求
め
る
か
、
判
断
は
し
が
た
い
。
い
や
、
む
し
ろ

「
猶
若
喪
」
と
か
か
げ
る
鄭
玄
の
ほ
う
が
「
い
か
に
も
う
し
な
は
ん
事
」
に
近
い
と

見
る
べ
き
か
。 

　
さ
て
、
最
後
の
「
其
ね
の
心
ぐ
る
し
さ
」
は
ど
う
理
解
す
べ
き
か
当
惑
す
る
も
の

の
、
あ
る
い
は
「
寝
苫
」
に
対
応
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
寝
苫
」
は
も
と
も
と

『
儀
礼
』
「
喪
服
」
篇
の
「
居
倚
廬
、
寢
苫
、
枕
塊
、
哭
昼
夜
無
時
」
【
注
45
】
の

言
葉
で
、
先
の
「
檀
弓
」
篇
の
「
寝
苫
枕
干
」
も
こ
れ
を
意
識
し
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
る
に
「
寢
苦
枕
於
不
仕
、
弗
与
共
天
下
也
」
【
注
46
】
の
よ
う
に
、
こ
の
「
苫
」

を
「
苦
」
と
読
み
違
え
た
記
述
も
あ
り
、
こ
れ
を
念
頭
に
置
く
と
「
其
ね
」
と
い
う

の
は
「
そ
の
寝
」
と
解
釈
し
う
る
の
で
は
な
い
か
。
「
其
ね
の
心
ぐ
る
し
さ
」
は

「
寝
苫
」
を
「
寢
苦
」
と
見
誤
っ
た
可
能
性
が
な
い
で
は
な
い
。
し
か
も
「
其
ね
の

心
ぐ
る
し
さ
」
は
「
い
か
に
も
う
し
な
は
ん
事
を
お
も
へ
る
」
ゆ
え
に
も
た
ら
さ
れ

る
わ
け
で
、
こ
れ
は
方
愨
の
「
寝
苫
、
則
常
以
喪
礼
自
処
」
と
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
符
合

し
よ
う
。
「
檀
弓
」
篇
の
「
寝
苫
」
を
方
愨
が
「
以
喪
礼
自
処
」
と
す
る
の
に
対
し

て
、
兼
良
は
「
寝
苦
」
の
は
「
以
喪
礼
自
処
」
か
ら
だ
と
理
解
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ

の
「
寝
苫
、
則
常
以
喪
礼
自
処
」
は
『
礼
記
集
説
』
独
自
の
記
述
と
い
え
、
若
干
の

誤
読
こ
そ
あ
れ
、
ど
う
や
ら
『
勧
修
念
仏
記
』
は
こ
れ
を
ふ
ま
え
た
よ
う
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
検
証
し
て
き
た
「
た
て
ほ
こ
を
枕
に
し
」
「
太
刀
刀
を
身

に
そ
へ
て
」
「
い
か
に
も
う
し
な
は
ん
事
を
お
も
へ
る
」
も
、
鄭
注
や
孔
疏
よ
り
む

し
ろ
『
礼
記
集
説
』
に
依
拠
し
た
と
し
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。 

 

　
以
上
、
兼
良
が
『
朱
子
語
類
』
お
よ
び
『
礼
記
集
説
』
に
依
拠
し
た
可
能
性
を
検

討
し
て
き
た
。
傍
証
ゆ
え
の
心
も
と
な
さ
は
払
拭
し
が
た
い
が
、
『
朱
子
語
類
』
に

依
拠
し
た
と
は
中
々
断
言
で
き
ず
、
逆
に
『
礼
記
集
説
』
の
ほ
う
は
見
た
と
否
定
し

き
れ
ぬ
、
も
し
く
は
見
た
と
し
か
思
え
ぬ
箇
所
が
若
干
存
す
る
。
『
康
富
記
』
で

『
礼
記
』
の
一
節
と
す
る
整
合
性
も
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
「
笏
ハ
忽
也
、
忽
亡
ニ
備

ル
儀
也
」
は
、
や
は
り
衛
�
『
礼
記
集
説
』
中
の
朱
注
を
と
り
い
れ
た
も
の
で
は
な

い
か
。 

  

４
　
一
条
兼
良
と
室
町
期
に
お
け
る
『
礼
記
』
受
容 

 

　
一
条
兼
良
が
衛
�
『
礼
記
集
説
』
を
見
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
一

体
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
の
だ
ろ
う
か
。
室
町
期
に
お
け
る
儒
学
史
の
全
体
像
を
見

提

滉
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一条兼良の朱子説受容―『礼記』をめぐって― 

す
え
つ
つ
、
兼
良
の
位
置
づ
け
を
こ
こ
ろ
み
た
い
。
儒
者
と
し
て
の
兼
良
に
関
し
て

は
次
の
よ
う
な
言
葉
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

　
　
日
本
ノ
大
外
記
環
翠
老
人
清
三
位
、
法
名
常
忠
ハ
、
得
講
書
三
昧
第
一
等
ノ
名

　
　
儒
ナ
リ
。
前
関
白
一
條
殿
下
ニ
次
テ
ハ
古
今
無
双
ノ
名
儒
也
。
余
皆
陪
其
講 

　
　
筵
、
親
聴
緒
論
矣
【
注
47
】
。 

　
桃
源
瑞
仙
の
手
に
な
る
『
周
易
』
の
抄
『
百
衲
襖
』
の
一
節
で
あ
る
。
こ
こ
で
ま

ず
兼
良
、
そ
れ
に
つ
い
で
清
原
業
忠
が
「
古
今
無
双
ノ
名
儒
」
と
評
価
さ
れ
る
。
兼

良
は
「
前
摂
政
殿
、
当
時
天
下
無
双
御
優
才
・
御
有
職
也
」
【
注
48
】
、
「
禅
閤
、

一
天
無
双
之
才
也
」
【
注
49
】
と
生
前
か
ら
学
者
と
し
て
の
声
望
が
高
く
、
業
忠
も

亡
祖
父
良
賢
さ
ら
に
は
自
身
の
叙
従
三
位
を
一
族
で
は
じ
め
て
な
し
と
げ
、
清
原
の

家
格
を
お
し
あ
げ
た
中
興
の
祖
と
い
う
べ
き
人
物
で
あ
る
【
注
50
】
。
学
業
の
み
な

ら
ず
、
公
家
と
し
て
も
高
位
に
あ
り
、
い
わ
ば
十
五
世
紀
を
代
表
す
る
ふ
た
り
の
知

識
人
に
桃
源
は
師
事
し
た
。 

　
　
蓋
貽
于
後
世
所
不
愧
者
、
余
之
言
乃
自
彊
・
北
禅
・
玉
渚
三
大
老
及
一
條
台 

　
　
閤
・
清
家
環
翠
翁
之
言
也
【
注
51
】
。 

　
『
史
記
抄
』
の
末
尾
で
桃
源
は
み
ず
か
ら
の
学
問
の
来
歴
を
語
る
。
笠
雲
等
連
・

瑞
渓
周
鳳
・
雲
章
一
慶
の
三
大
老
に
く
わ
え
、
「
古
今
無
双
」
の
儒
者
ふ
た
り
か
ら

の
言
説
の
継
承
お
よ
び
伝
達
に
よ
り
ど
こ
ろ
を
見
い
だ
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ

と
に
兼
良
・
業
忠
の
両
人
か
ら
は
『
礼
記
』
を
学
び
、
こ
の
時
期
の
禅
僧
に
は
め
ず

ら
し
い
こ
と
だ
っ
た
。
当
代
随
一
の
儒
者
た
る
兼
良
と
、
博
士
家
の
業
忠
が
そ
れ
ぞ

れ
『
礼
記
』
を
極
め
て
い
た
の
は
当
然
と
い
え
よ
う
。 

　
　
礼
記
ニ
ハ
葬
服
・
葬
事
ヲ
云
タ
ル
篇
ガ
十
篇
ア
マ
リ
ア
ル
ゾ
。
一
部
ノ
中
ニ
散

　
　
布
シ
タ
ホ
ド
ニ
文
公
一
処
ニ
集
メ
テ
見
ヨ
イ
様
ニ
セ
ラ
レ
タ
ゾ
。
礼
記
ヲ
習
フ

　
　
者
モ
日
本
ニ
此
葬
礼
ガ
不
入
ト
云
テ
凶
巻
ヲ
バ
抜
テ
不
聞
様
ナ
者
ガ
ア
ル
ゾ
。

　
　
日
本
ニ
不
行
レ
バ
コ
ソ
猶
能
ク
習
テ
カ
カ
ル
礼
モ
ア
リ
ト
可
知
ケ
レ
ゾ
。
或
ハ

　
　
又
礼
記
ヲ
読
メ
バ
遭
葬
ナ
ン
ド
ヽ
云
ゾ
。
踈
学
ノ
者
ノ
云
コ
ト
ゾ
。
蕉
了
子
ハ

　
　
始
十
巻
ヲ
バ
一
條
大
閤
ノ
講
ヲ
聞
ク
、
末
十
巻
ヲ
バ
外
記
環
翠
ノ
講
ヲ
聞
タ
ゾ 

　
　
【
注
52
】
。 

　
「
葬
服
」
「
葬
事
」
を
あ
つ
か
う
『
礼
記
』
に
は
「
遭
葬
」
を
も
た
ら
す
恐
れ
が

あ
る
う
え
、
そ
の
喪
礼
自
体
、
日
本
と
中
国
に
彼
我
の
差
が
あ
る
た
め
、
こ
の
書
を

避
け
る
向
き
が
あ
る
か
た
わ
ら
、
桃
源
は
兼
良
・
業
忠
か
ら
前
半
・
後
半
そ
れ
ぞ
れ

十
巻
分
の
講
釈
を
聞
い
た
と
い
う
。
桃
源
が
も
の
し
た
聞
書
の
た
ぐ
い
は
現
存
し
な

い
の
で
、
い
か
な
る
講
釈
内
容
だ
っ
た
の
か
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
し
か
し
察
す

る
と
こ
ろ
、
古
注
と
新
注
の
折
衷
、
す
な
わ
ち
鄭
玄
・
孔
穎
達
の
注
疏
を
基
礎
と
し

つ
つ
朱
子
学
派
の
注
を
加
味
し
た
と
お
ぼ
し
い
【
注
53
】
。
こ
の
当
時
、
『
礼
記
』

の
新
注
は
も
っ
ぱ
ら
元
代
の
儒
者
陳
　
の
『
礼
記
集
説
』
に
依
拠
し
て
い
た
。 

　
　
宋
朝
ニ
至
テ
周
茂
叔
・
二
程
先
生
以
下
晦
庵
ニ
及
テ
継
絶
世
性
学
明
。
漢
・
唐

　
　
諸
儒
未
発
之
妙
集
而
大
成
者
也
。
於
是
朱
夫
子
採
先
儒
之
注
解
。
（
中
略
）
礼

　
　
記
ハ
陳
　
ガ
作
集
説
ゾ
。
陳
　
ガ
先
君
ハ
師
事
雙
峯
先
生
十
有
四
年
、
所
得
於

　
　
師
門
講
論
甚
多
。
中
罹
　
燼
隻
字
不
肖
孤
僭
（
心
ヵ
）
不
自
量
会
、
萃
衍
繹
而

　
　
附
以
臆
見
之
言
、
名
曰
礼
記
集
説
ト
シ
タ
ゾ
【
注
54
】
。 

　
『
史
記
』
の
「
儒
林
列
伝
」
に
関
す
る
注
で
あ
る
。
儒
学
史
に
触
れ
た
桃
源
は
朱

子
学
派
の
中
興
た
る
を
説
き
、
『
周
易
』
は
じ
め
諸
経
典
の
新
注
を
し
め
し
、
そ
の

う
ち
『
礼
記
』
は
陳
　
の
『
礼
記
集
説
』
が
か
か
げ
ら
れ
た
。
同
書
が
『
礼
記
』
の

新
注
の
典
型
と
見
な
さ
れ
た
わ
け
で
、
室
町
期
に
普
及
し
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る

【
注
55
】
。
し
か
る
に
、
こ
れ
と
は
別
に
衛
�
の
ほ
う
の
『
礼
記
集
説
』
が
兼
良
に

よ
っ
て
参
看
さ
れ
、
し
か
も
当
代
随
一
の
儒
者
だ
っ
た
影
響
力
を
考
慮
に
入
れ
れ

ば
、
こ
の
書
の
存
在
も
な
お
ざ
り
に
は
で
き
ま
い
。 

　
実
際
、
衛
�
の
『
礼
記
集
説
』
も
同
時
期
に
い
く
ら
か
普
及
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
た
と
え
ば
『
長
興
宿
禰
記
』
文
明
十
九
年
（
一
四
八
七
）
七
月
二
十
日
条
が
あ

げ
ら
れ
よ
う
【
注
56
】
。
文
明
か
ら
長
享
へ
と
改
元
す
る
さ
い
、
い
く
つ
か
の
年
号

の
候
補
が
求
め
ら
れ
、
従
二
位
菅
原
長
直
は
「
礼
記
曰
、
寛
祐
（
マ
マ
）
者
仁
之
作

也
、
温
良
者
仁
之
本
也
、
礼
節
者
仁
之
貌
チ
也
、
歌
楽
者
仁
之
和
也
」
と
『
礼
記
』

「
儒
行
」
篇
に
も
と
づ
き
「
寛
裕
」
案
を
提
出
し
た
。
こ
の
勘
文
中
「
礼
節
者
仁
之

貌
チ
也
」
で
「
貌
」
を
「
か
た
ち
」
と
読
ん
で
い
る
が
、
鄭
注
は
何
も
言
及
せ
ず
、

か
ろ
う
じ
て
孔
疏
が
「
礼
節
者
仁
之
貌
也
、
言
礼
儀
樽
節
、
是
仁
儒
之
外
貌
」
【
注

57
】
と
記
す
ば
か
り
だ
が
、
「
仁
儒
之
外
貌
」
か
ら
「
か
た
ち
」
を
引
き
だ
す
の
は

む
ず
か
し
い
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
『
礼
記
集
説
』
所
載
の
方
愨
の
注
に
は
「
有
所

能
、
則
形
之
於
外
、
故
継
之
、
以
仁
之
貌
、
形
於
貌
、
則
必
有
所
飾
」
【
注
58
】
と

見
え
、
ど
う
や
ら
こ
の
「
形
之
於
外
」
や
「
形
於
貌
」
か
ら
「
貌
」
＝
「
か
た
ち
」

を
連
想
し
た
よ
う
で
あ
る
。 

　
ま
た
時
代
が
く
だ
っ
た
十
七
世
紀
初
頭
の
事
例
で
は
あ
る
が
、
藤
原
惺
窩
に
も
衛

滉 餡

皓

畑

鞘
皓

堤
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田　村　　　航 

　
『
礼
記
集
説
』
を
読
ん
だ
痕
跡
が
『
寸
鉄
録
』
の
一
文
中
に
認
め
ら
れ
る
。 

　
　
介
者
不
拜
、
為
其
拜
而
　
拜
。
　
礼
ニ 

　
　
軍
陣
ナ
ド
ニ
ヨ
ロ
イ
タ
ル
武
者
ハ
、
拝
ス
ル
礼
ヲ
バ
ヲ
コ
ナ
ハ
ザ
ル
モ
ノ
ナ

　
　
リ
。
コ
レ
礼
ノ
法
ナ
リ
。
無
礼
ニ
ハ
ナ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
ソ
ノ
コ
ヽ
ロ
ハ
、
ヲ
ヨ

　
　
ソ
ヨ
ロ
イ
タ
ル
武
者
ハ
、
人
ヲ
服
ス
ベ
キ
モ
ノ
也
。
人
ヲ
服
ス
ベ
キ
モ
ノ
ハ
人

　
　
ニ
ハ
服
ス
マ
ジ
キ
義
也
【
注
59
】
。 

　
右
の
「
人
ヲ
服
ス
ベ
キ
モ
ノ
」
に
つ
い
て
、
金
谷
治
氏
は
「
他
人
と
く
に
敵
を
屈

服
さ
せ
る
べ
き
も
の
。
以
下
の
解
釈
は
旧
注
と
も
陳
氏
『
集
説
』
と
も
異
な
り
、
宋

の
衛
�
の
『
集
説
』
に
引
く
陳
祥
道
の
説
に
よ
っ
て
い
る
」
と
注
記
す
る
。
た
し
か

に
衛
�
『
礼
記
集
説
』
を
ひ
も
と
く
と
、 

　
　
長
樂
陳
氏
曰
、
古
者
介
胄
、
有
不
可
犯
之
色
。
介
者
不
拝
、
蓋
介
者
所
以
服

　
　
人
、
拝
者
所
以
服
於
人
、
服
人
者
無
所
服
於
人
、
故
不
拝
焉
。
不
拝
而
周
礼
謂

　
　
之
肅
拝
、
是
亦
不
拝
之
拝
也
【
注
60
】
。 

と
見
え
、
「
人
ヲ
服
ス
ベ
キ
モ
ノ
也
」
「
人
ヲ
服
ス
ベ
キ
モ
ノ
ハ
人
ニ
ハ
服
ス
マ
ジ

キ
義
也
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
蓋
介
者
所
以
服
人
」
「
服
人
者
無
所
服
於
人
」
に
該
当

し
、
ど
う
や
ら
惺
窩
は
こ
れ
に
依
拠
し
た
と
お
ぼ
し
い
。 

　
『
礼
記
』
の
新
注
と
い
え
ば
陳
　
『
礼
記
集
説
』
に
重
き
が
置
か
れ
て
き
た
が
、

十
五
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
に
い
た
る
ま
で
、
一
条
兼
良
を
筆
頭
に
衛
�
『
礼
記

集
説
』
の
参
看
も
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
兼
良
の
衛
�
『
礼
記
集
説
』
へ
の

依
拠
は
、
あ
る
い
は
室
町
期
の
新
注
受
容
に
あ
ら
た
な
切
り
口
を
も
た
ら
し
う
る
の

で
は
な
い
か
。 

  

５
　
お
わ
り
に 

 

　
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
十
二
月
、
禁
闕
の
変
で
紛
失
し
た
天
皇
の
笏
の
新
調
に

あ
た
り
、
そ
の
仕
様
に
関
す
る
諮
問
が
一
条
兼
良
に
下
さ
れ
た
。
兼
良
の
答
申
「
笏

ハ
忽
也
、
忽
亡
ニ
備
ル
儀
也
」
は
「
唐
之
法
」
す
な
わ
ち
『
礼
記
』
に
よ
る
と
い
い

な
が
ら
、
そ
の
経
文
お
よ
び
注
疏
で
は
確
認
が
と
れ
ず
、
ひ
と
つ
の
疑
問
で
あ
っ

た
。
こ
の
一
文
は
朱
子
の
「
笏
者
、
忽
也
、
所
以
備
忽
忘
也
」
を
ふ
ま
え
た
も
の

で
、
『
朱
子
語
類
』
と
衛
�
『
礼
記
集
説
』
に
収
載
さ
れ
る
。
い
ず
れ
か
の
書
物
に

兼
良
は
依
拠
し
た
わ
け
だ
が
、
「
唐
之
法
」
す
な
わ
ち
『
礼
記
』
に
よ
っ
た
整
合
性

に
く
わ
え
、
か
れ
自
身
が
も
の
し
た
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
や
『
勧
修
念
仏
記
』
に
も

『
礼
記
集
説
』
を
参
看
し
た
と
お
ぼ
し
い
痕
跡
の
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
同
書

の
ほ
う
が
適
当
だ
ろ
う
。
こ
の
書
は
文
明
か
ら
長
享
へ
の
改
元
時
に
、
ま
た
藤
原
惺

窩
に
よ
っ
て
も
参
看
さ
れ
た
ら
し
く
、
十
五
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
ま
で
の
通
行

が
確
認
で
き
る
。
同
時
代
人
に
最
大
の
儒
者
と
ま
で
評
さ
れ
た
兼
良
の
影
響
力
を
考

え
れ
ば
、
か
れ
が
衛
�
『
礼
記
集
説
』
中
の
朱
子
説
に
依
拠
し
た
と
い
う
こ
と
は
、

陳
　
の
『
礼
記
集
説
』
が
中
心
に
す
え
ら
れ
た
従
来
の
室
町
期
の
新
注
受
容
を
別
な

角
度
か
ら
照
射
し
う
る
の
で
は
な
い
か
。 

　
本
稿
は
一
条
兼
良
の
有
職
故
実
な
ら
び
に
経
学
の
一
端
を
あ
つ
か
っ
た
に
す
ぎ

ず
、
そ
の
学
問
の
全
体
に
ま
で
は
目
が
及
ん
で
い
な
い
。
兼
良
の
学
問
と
い
え
ば
、

神
・
儒
・
仏
の
相
即
す
る
三
教
一
致
論
が
説
か
れ
て
久
し
い
が
【
注
61
】
、
必
ず
し

も
彼
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、
主
と
し
て
禅
林
間
に
お
け
る
共
通
認
識
と
い
う
べ
き

も
の
で
、
そ
の
淵
源
は
宋
朝
・
元
朝
に
求
め
ら
れ
る
【
注
62
】
。
兼
良
の
経
学
、
な

か
ん
ず
く
宋
学
も
ま
た
同
様
で
、
た
と
え
ば
朱
注
の
末
疏
類
へ
の
依
拠
は
元
来
禅
林

に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
で
取
り
あ
げ
た
「
笏
ハ
忽
也
、

忽
亡
ニ
備
ル
儀
也
」
は
あ
き
ら
か
に
有
職
故
実
の
範
疇
に
属
す
る
も
の
で
、
こ
こ
に

あ
る
い
は
禅
林
と
は
趣
を
異
に
す
る
兼
良
の
朱
子
説
受
容
が
認
め
ら
れ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。 

　
ま
た
「
笏
ハ
忽
也
」
の
く
だ
り
は
朱
子
説
を
援
用
し
つ
つ
、
そ
の
『
江
次
第
』
談

義
等
で
は
兼
良
の
言
説
と
い
う
様
相
を
も
帯
び
、
両
者
の
確
た
る
判
別
が
つ
け
が
た

く
な
っ
て
い
る
。
徳
満
澄
雄
氏
の
言
の
ご
と
く
【
注
63
】
、
自
他
を
へ
だ
て
ぬ
こ
の

時
代
特
有
の
学
説
の
在
り
よ
う
に
つ
い
て
も
考
察
す
べ
き
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
上
記
二
点
は
問
題
が
大
き
く
本
稿
の
手
に
余
る
ゆ
え
、
今
後
の
課
題
と
す
る
し

か
な
い
。 

 
注
１
　
『
続
史
料
大
成
』
。
以
下
『
康
富
記
』
の
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
。 

注
２
　
『
看
聞
日
記
』
（
『
続
群
書
類
従
』
補
遺
二
）
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
九

　
月
二
十
三
日
条
。『
康
富
記
』・『
師
郷
記
』（
『
史
料
纂
集
』
）
・
『
齋
藤
基
恒
日

　
記
』
（
『
続
史
料
大
成
』
）
同
日
条
、
『
大
乗
院
日
記
目
録
』（
三
教
書
院
）
同
月 

　
二
十
四
日
条
に
も
関
連
記
事
が
う
か
が
え
る
。事
件
の
経
過
お
よ
び
全
体
像
に
つ 

滉

滉滉

滉
菱

皓

堤

滉

皓

堤
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一条兼良の朱子説受容―『礼記』をめぐって― 

　
い
て
は
、
森
茂
暁
『
闇
の
歴
史
、
後
南
朝
　
後
醍
醐
流
の
抵
抗
と
終
焉
』
（
角
川

　
書
店
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。 

注
３
　
『
礼
記
正
義
』
巻
二
十
九
（
『
十
三
経
注
疏
　
附
校
勘
記
』
下
冊
、
中
華
書

　
局
影
印
、
一
九
八
〇
年
）
一
四
七
五
頁
。 

注
４
　
同
前
「
玉
藻
」
篇
、
一
四
八
〇
頁
。 

注
５
　
同
前
「
玉
藻
」
篇
、
一
四
七
五
頁
。 

注
６
　
『
江
次
第
桃
花
御
談
義
』
巻
第
一
（
国
会
図
書
館
古
典
籍
資
料
室
蔵
、
八
四

　
八
―
一
七
六
）
。 

注
７
　
『
兼
顕
卿
暦
記
』
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
、
Ｈ
―
六
三
―
八
二
九
）
文

　
明
十
年
（
一
四
七
八
）
六
月
五
日
条
、『
兼
顕
卿
記
』（
同
前
、
Ｈ
―
六
三
―
五
九
三
〜

　
五
九
四
）
同
年
八
月
十
三
日
〜
九
月
十
一
日
条
、『
長
興
宿
禰
記
』（
『
史
料
纂
集
』、

　
『
改
定
史
籍
集
覧
』
第
二
四
冊
）
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
十
月
三
日
条
な
ど
に
兼

　
良
の『
江
次
第
』談
義
の
開
催
が
う
か
が
え
る
。な
お『
江
次
第
桃
花
御
談
義
』中「
殊

　
當
時
ハ
十
二
月
也
」（
巻
第
一
「
元
日
宴
会
」
）
と
、
当
代
の
天
皇
の
忌
月
が
文
明
二

　
年（
一
四
七
〇
）十
二
月
二
十
七
日
に
没
し
た
後
花
園
上
皇
に
該
当
す
る
と
こ
ろ
か

　
ら
成
立
時
期
が
判
明
す
る
。
詳
細
は
別
稿
に
ゆ
ず
り
た
い
。 

注
８
　
『
江
次
第
鈔
』
第
一
（
『
続
々
群
書
類
従
』
第
六
）
奥
書
に
は
執
筆
の
次

　
第
、
ま
た
『
建
内
記
』
（
『
大
日
本
古
記
録
』
）
同
年
二
月
二
日
条
に
は
『
江
次

　
第
』
談
義
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。 

注
９
　
同
前
、
六
一
八
頁
。
国
会
図
書
館
古
典
籍
資
料
室
蔵
（
一
三
三
―
八
〇
）
、

　
内
閣
文
庫
蔵
（
二
一
八
―
〇
〇
三
八
、
一
四
四
―
〇
三
三
七
）
の
他
本
と
も
対
照

　
し
た
か
ぎ
り
、
本
文
上
の
異
同
は
な
か
っ
た
。 

注
10
　
徳
満
澄
雄
「
花
鳥
余
情
に
お
け
る
「
今
案
」
説
に
つ
い
て
―
花
鳥
余
情
の
成

　
立
事
情
―
」
（
『
北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』
第
六
号
、
一
九
七
三

　
年
）
。
氏
の
し
め
し
て
い
な
い
用
例
だ
が
、
た
と
え
ば
康
和
二
年
（
一
一
〇
〇
）

　
六
月
二
日
付
、
卜
部
兼
良
証
文
で
は
「
而
兼
良
苟
伝
祖
父
之
問
文
、
専
致
　
亀
之

　
占
兆
、
更
非
今
案
、
已
以
旧
跡
也
」
（
『
朝
野
群
載
』
、
『
新
訂
増
補
国
史
大

　
系
』
一
四
二
頁
）
と
「
今
案
」
と
「
旧
跡
」
を
対
照
さ
せ
て
い
る
。 

注
11
　
『
四
書
或
問
』
巻
十
五
「
論
語
」
十
、
「
笏
則
止
、
用
以
指
画
記
事
而
已
」

　
と
若
干
の
異
同
が
存
す
る
（
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
一
九
七
冊
、
上
海
古

　
籍
出
版
社
）
。 

注
12
　
『
朱
子
語
類
』
巻
九
十
一
、
礼
八
「
雑
儀
」
（
中
華
書
局
、
一
九
九
四
年
）

　
二
三
三
〇
頁
。 

注
13
　
『
論
語
集
註
章
図
纂
釈
』
巻
之
五
「
郷
党
」
第
十
（
内
閣
文
庫
蔵
、
別
〇
四

　
九
―
〇
〇
一
一
）
。
程
復
心
自
身
に
つ
い
て
は
、
宮
紀
子
「
程
復
心
『
四
書
章

　
図
』
出
版
始
末
攷
―
大
元
ウ
ル
ス
治
下
に
お
け
る
江
南
文
人
の
保
挙
―
」
（
『
内

　
陸
ア
ジ
ア
言
語
の
研
究
』
十
六
号
、
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
。 

注
14
　
『
史
記
抄
』
（
『
抄
物
史
料
集
成
』
第
一
巻
、
清
文
堂
出
版
株
式
会
社
、
一

　
九
七
一
年
）
五
二
二
頁
。
桃
源
瑞
仙
の
事
跡
は
、
今
泉
淑
夫
「
桃
源
瑞
仙
年
譜
稿

　
（
一
）
（
二
）
（
三
）
」
（
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
第
一
九
〜
二
一
号
、

　
一
九
八
五
〜
八
七
年
）
、
同
「
桃
源
瑞
仙
に
関
す
る
新
史
料
」
（
『
日
本
歴
史
』

　
第
四
七
五
号
、
一
九
八
七
年
）
を
参
照
。 

注
15
　
阿
部
隆
一
「
本
邦
中
世
に
於
け
る
大
学
中
庸
の
講
誦
伝
流
に
つ
い
て
―
学
庸

　
の
古
鈔
本
並
に
邦
人
撰
述
注
釈
書
よ
り
見
た
る
―
」
（
『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
一

　
輯
、
一
九
六
二
年
）
。
住
吉
朋
彦
「
室
町
時
代
に
於
け
る
『
事
文
類
聚
』
享
受
の

　
位
相
」
（
『
和
漢
比
較
文
学
』
第
十
一
号
、
一
九
九
三
年
）
、
「
日
本
書
紀
纂
疏

　
―
宋
学
受
容
の
一
面
―
」
（
『
国
文
学
　
解
釈
と
鑑
賞
』
第
六
四
巻
三
号
、
一
九

　
九
九
年
）
、
「
『
四
書
童
子
訓
』
の
経
学
と
そ
の
淵
源
」
（
『
中
世
文
学
』
第
三

　
十
九
号
、
一
九
九
四
年
）
、
「
『
四
書
童
子
訓
』
翻
印
並
に
解
題
」
（
『
日
本
漢

　
学
研
究
』
第
三
号
、
二
〇
〇
一
年
）
、
「
清
家
の
講
説
と
『
四
書
童
子
訓
』
」

　
（
『
野
鶴
群
芳
　
古
代
中
世
国
文
学
論
集
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
。 

注
16
　
注
12
『
朱
子
語
類
』
巻
第
八
十
七
、
礼
四
「
小
載
礼
」
、
二
二
四
六
頁
。 

注
17
　
『
礼
記
集
説
』
巻
七
十
四
（
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
一
一
八
冊
、
上

　
海
古
籍
出
版
社
）
。 

注
18
　
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
巻
第
二
（
『
天
理
圖
書
館
善
本
叢
書
』
和
書
之
部
、
第

　
二
十
七
巻
）
五
四
頁
。
以
下
同
書
の
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
が
、
国
民
精
神
文
化
研

　
究
所
刊
行
の
も
の
と
も
本
文
の
対
照
を
お
こ
な
っ
た
。 

注
19
　
注
12
『
朱
子
語
類
』
巻
九
十
四
「
周
子
之
書
」
、
二
三
七
〇
頁
。 

注
20
　
『
太
平
御
覽
』
巻
二
（
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
年
）
九
頁
。 

注
21
　
注
15
、
住
吉
朋
彦
「
日
本
書
紀
纂
疏
―
宋
学
受
容
の
一
面
―
」
。 

注
22
　
『
宋
史
』
巻
四
百
三
十
四
、
「
列
伝
」
第
一
百
九
十
三
（
中
華
書
局
、
一
九

　
七
七
年
）
一
二
八
八
〇
頁
。 

注
23
　
『
尺
素
往
来
』
（
『
群
書
類
従
』
第
九
輯
、
文
筆
部
・
消
息
部
）
五
一
〇
　

　
頁
。
同
書
が
兼
良
の
著
作
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
の
は
、
拙
稿
「
『
尺
素
往
来
』

　
作
者
考
」（
季
刊『
ぐ
ん
し
ょ
』三
四
、一
九
九
六
年
）で
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。 

注
24
　
注
18
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
巻
第
二
、
五
三
頁
。 

英
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田　村　　　航 

注
25
　
注
３
『
礼
記
正
義
』
巻
二
十
八
、
一
四
七
一
頁
。 

注
26
　
『
困
学
紀
聞
』
巻
五
「
儀
礼
」
（
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
八
五
四

　
冊
）
。 

注
27
　
『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』
（
『
大
日
本
古
記
録
』
）
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）

　
八
月
表
紙
書
入
。 

注
28
　
同
前
、
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
二
月
十
二
日
条
、
寛
正
元
年
（
一
四
六

　
〇
）
閏
九
月
二
十
五
日
条
な
ど
。 

注
29
　
『
礼
記
集
説
』
巻
二
（
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
一
七
冊
、
上
海
古
籍

　
出
版
社
）
。 

注
30
　
注
18
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
巻
第
二
、
五
〇
頁
。 

注
31
　
注
20
『
太
平
御
覽
』
巻
二
、
九
頁
。 

注
32
　
『
緯
略
』
巻
八
「
天
宇
」
（
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
八
五
二
冊
、
上

　
海
古
籍
出
版
社
）
。 

注
33
　
『
礼
記
集
説
』
巻
一
五
八
（
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
一
二
〇
冊
、
上

　
海
古
籍
出
版
社
）
。 

注
34
　
『
碧
山
日
録
』（
『
増
補
続
史
料
大
成
』
）
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
正
月
二
十
三

　
日
条
、
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』（『
同
』）同
年
二
月
三
日
・
四
月
六
日
条
。 

注
35
　
『
勧
修
念
仏
記
』
（
『
国
文
東
方
仏
教
叢
書
』
第
二
輯
、
法
語
部
上
、
東
方

　
書
院
、
一
九
三
一
年
）
四
二
六
頁
。 

注
36
　
『
礼
記
正
義
』
巻
三
（
『
十
三
経
注
疏
　
附
校
勘
記
』
上
冊
、
中
華
書
局
影

　
印
、
一
九
八
〇
年
）
一
二
五
〇
頁
。 

注
37
　
同
前
、
一
二
五
〇
頁
。 

注
38
　
同
前
、
一
二
五
〇
頁
。 

注
39
　
同
前
『
礼
記
正
義
』
巻
七
、
一
二
八
四
頁
。 

注
40
　
『
礼
記
集
説
』
巻
八
（
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
一
一
七
冊
、
上
海
古

　
籍
出
版
社
）
。 

注
41
　
『
礼
記
集
説
』
巻
十
七
（
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
一
一
七
冊
、
上
海

　
古
籍
出
版
社
）
。 

注
42
　
注
36
『
礼
記
正
義
』
巻
七
、
一
二
八
五
頁
。 

注
43
　
注
36
『
礼
記
正
義
』
巻
四
、
一
二
五
八
頁
。 

注
44
　
注
36
『
礼
記
正
義
』
巻
七
、
一
二
八
四
頁
。 

注
45
　
『
儀
礼
注
疏
』巻
二
十
七（
注
36『
十
三
経
注
疏
　
附
校
勘
記
』）一
〇
九
四
頁
。 

注
46
　
『
五
百
家
註
柳
先
生
集
』
巻
四
「
議
弁
」
（
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第

　
一
〇
七
七
冊
、
上
海
古
籍
出
版
社
）
。 

注
47
　
『
百
衲
襖
』
（
『
大
日
本
史
料
』
第
八
編
之
二
十
九
）
三
七
頁
。 

注
48
　
『
康
富
記
』
嘉
吉
四
年
（
一
四
四
四
）
正
月
二
十
九
日
条
。 

注
49
　
『
十
輪
院
内
府
記
』
（
『
史
料
纂
集
』
）
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
七
月

　
六
日
条
。 

注
50
　
『
康
富
記
』
文
安
元
年
（
一
四
四
四
）
十
月
二
十
八
〜
二
十
九
日
条
、
享
徳

　
四
年
（
一
四
五
五
）
二
月
二
十
七
日
条
。 

注
51
　
注
14
『
史
記
抄
』
六
四
五
頁
。 

注
52
　
同
前
、
二
三
七
頁
。 

注
53
　
芳
賀
幸
四
郎
『
東
山
文
化
の
研
究
』
（
河
出
書
房
、
一
九
四
五
年
）
二
九
九

　
〜
三
〇
一
頁
。
和
島
芳
男
『
日
本
宋
学
史
の
研
究
　
増
補
版
』
（
吉
川
弘
文
館
、

　
一
九
八
八
年
）
一
九
五
・
二
〇
九
頁
、
同
『
中
世
の
儒
学
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一

　
九
九
六
年
）
一
七
四
頁
。 

注
54
　
注
14
『
史
記
抄
』
五
二
二
頁
。 

注
55
　
注
53
、
芳
賀
幸
四
郎
『
東
山
文
化
の
研
究
』
三
五
・
三
八
頁
、
和
島
芳
男

　
『
日
本
宋
学
史
の
研
究
』
四
一
五
・
四
一
九
頁
。
な
お
和
島
氏
は
陳
　
を
「
陳

　
鴻
」
と
表
記
す
る
が
、
何
に
依
拠
し
た
も
の
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
。 

注
56
　
注
７
『
長
興
宿
禰
記
』
。 

注
57
　
注
３
『
礼
記
正
義
』
巻
五
十
九
、
一
六
七
一
頁
。 

注
58
　
『
礼
記
集
説
』
巻
一
四
八
（
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
一
二
〇
冊
、
上

　
海
古
籍
出
版
社
）
。 

注
59
　
『
寸
鉄
録
』（『
日
本
思
想
大
系
』二
八
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
）一
七
頁
。 

注
60
　
『
礼
記
集
説
』
巻
九
（
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
一
一
七
冊
、
上
海
古

　
籍
出
版
社
）
。 

注
61
　
足
利
衍
述
『
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教
』
（
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
一
九
三

　
二
年
）
五
四
五
〜
五
四
九
頁
。 

注
62
　
芳
賀
幸
四
郎
『
中
世
禅
林
の
学
問
お
よ
び
文
学
に
関
す
る
研
究
』
（
思
文
閣

　
出
版
、
一
九
八
一
年
、
初
版
一
九
五
六
年
）
二
二
一
〜
二
四
四
頁
。
た
だ
し
、
も

　
と
も
と
は
道
・
儒
・
仏
の
一
致
で
あ
る
。 

注
63
　
注
10
、
徳
満
澄
雄
「
花
鳥
余
情
に
お
け
る
「
今
案
」
説
に
つ
い
て
―
花
鳥

　
余
情
の
成
立
事
情
―
」
。 
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